
 

 

 

 

 

 

２学期始めの『慣らし期間』 
宇部市立上宇部小学校 

                                           校長 三輪 孝行 

 

 長い夏休みが終わり、本日、始業式を迎えました。 

 全校児童が体育館に集まって始業式を行うのではなく、テレビ放送により各学級の子

どもたちに向けて、私や生徒指導主任の丸山先生が話をしました。 

 

 久しぶりに子どもたちの元気な声が校舎内で聞かれ、学校は元気を取り戻した感じが

します。 

 この夏休み、子どもたちが大きな事件や事故に巻き込まれることなく本日を迎えるこ

とができましたのも、保護者の皆様のおかげです。 

 

 さて、御家庭から学校へ、本日から主たる生活場面が移行することとなります。 

 楽しかった家庭生活から、楽しいことだけでなく、きまりや時間に則った学校生活が始

まりますので、慣れるため、特にこの１～２週間が大切です。 

 この１～２週間は、学校生活に慣れるための「慣らし期間」と言ってもよいかもしれませ

ん。熱中症や新型コロナウイルス感染症等の健康面だけでなく、体力面や精神面等も気

になります。一学期の充実していた時期に戻るためには少し時間が必要ですから、御家

庭でもお子様の様子をしっかりと観察されてください。そして、気になることがありまし

たら、学級担任の先生まで御相談ください。 

 

 この２学期は、修学旅行や宿泊学習、社会見学、１５０周年記念行事、持久走大会・・と

いろいろな行事を計画していますが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更

を余儀なくされるかもしれません。保護者の皆様には、急な変更等で御迷惑をおかけす

ることがあるかもしれませんが、一学期同様、どうぞよろしくお願いいたします。 
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